
大会１日目 11月8日(金）

Ⅰ. 開会式・全体会

Ⅱ. 全体研修「全附Ｐ連いじめ防止プログラム」
文部科学省・こども家庭庁・全附Ｐ連から、いじめ対策防止についての事案やこれまでの統計などの
紹介がありました。いじめによって傷つく子ども達を救うためには、学校や先生だけに任せるのでは
なく、ＰＴＡや関係機関が連携し、組織的に取り組むことが重要であるということを学びました。

Ⅲ. 記念講演
「ヒロシマをつたえる」とういうテーマにて、ＮＨＫ神戸放送局アナウンサーの出山知樹氏に、戦争
と平和に関するご講演をいただきました。自身が広島で過ごされた計16年の中で感じたことや、被爆
者やそのご家族からさまざまな思いを聞いた経験をもとにお話をされました。また、自主制作された
映画「ＭＥＩＫＯ～南方特別留学生との友情」を上映いただき、映像を通じて「二度とこのような悲
惨なことを繰り返してはならない」という強いメッセージを受け取りました。

Ⅳ. 総会

Ⅴ. 情報交換会

中国地区国立大学附属学校連盟・同ＰＴＡ連合会総会並びにＰＴＡ実践活動協議会が、
11月8日から9日にかけて、リーガロイヤル広島にて開催されました。
本校からは、前田校長先生、小林副校長先生、執行役員9名が参加いたしました。



大会2日目 11月9日(土）

Ⅵ. 校種別分科会
小学校部会では、2校から事例発表がありました。
まず、島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程の皆様による発表のテーマは
「のびる子どもとつながる地域を創るPTA」でした。PTAの負担軽減を目的とし
た組織改革に加え、地域とのつながりを深めるため「宍道湖しじみ漁」や「松江
どう行列」など地域主催イベントに積極的に参加されています。また、PTA独自
の取り組みとして「宍道湖一斉清掃」や「国宝松江城清掃」を実施。その際には
学校名入りの黄色いビブスを着用し、地域への認知拡大にも力を入れているとの
ことです。
次に、山口大学教育学部附属光小学校の皆様の発表テーマは「自然とともに～つ
よい心、やさしい心を育むPTA活動～」でした。美しい自然に囲まれた環境で、
児童がのびのびと学校生活を送る様子や、附属中学校との交流が活発であること
が紹介されました。特に「附中祭り」では中学生が小学生の先生役を務めるとい
うユニークなイベントが行われています。また、「おやじの会」などPTA以外の
組織も活動を展開しており、理科室をお化け屋敷にしたり図書室の塗装を塗り替
えたりと、学校の活性化に貢献しているとのことです。
２校の事例発表後のグループディスカッションでは、岡大附小からも「オンライ
ンバザー」や「PTAマスコットキャラクター誕生」について紹介させていただき、
本校の活動を他県の皆様に知っていただくことができました。

Ⅶ. 全体会・閉会式

Ⅷ. 次期開催校引継会
令和7年11月7日(金)､８日(土）に鳥取県にて開催予定。

～中附Ｐ連 広島大会に参加して～
今大会を通じて、明るい未来を創る子どもたちがすくすく成長できるために、PTAとして何ができるのかを考える貴重なきっかけとなりました。
平和を願うだけでなく、その実現のためにどう行動すべきかを真剣に見つめ直しました。「争いや戦争を起こさない、差別せず違いを認め合う、
悪口を言ったりケンカをせず、みんなが笑顔でいられる」こうした身近な平和を、大切にしていきたいと思います。


